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はじめに 

本ドキュメントの目的 

本ドキュメントは、Parallels Remote Application Server(以降RAS)を初めて学習する方のために、RASの構成か

ら、簡単な環境を実習として作成することにより、RASの理解を深めて頂くことを目的として作成しました。 

販売店のエンジニア様や自社でRAS環境を構築することを検討しているエンジニアの方などを対象に、シンプル

なシステム構成で構築を完了し、RASのリモート アクセスをお試しいただき体験いただければ幸いです。 

本資料でも構成や設定について説明していますが、詳細な内容につきましては、弊社Webサイトにて管理者ガイ

ドを公開しておりますので、そちらをご参照ください。 

管理者ガイドを含むマニュアルの公開ページ 

https://www.parallels.com/jp/products/ras/resources/ 

制限事項 

本資料は、RAS Ver.20.0をベースに2025年1月時点の情報をベースとして作成しています。そのため、バージョ

ンアップなどにより画面や用語、メニューの記載、手順などが変更となる場合がありますのであらかじめご了承

ください。 

また、それ以前の製品バージョンの場合でも、基本的な設定手順は同様ですが、画面表記などが異なる部分もあ

りますのでご注意ください。 

また、本資料は、RAS製品バージョンにともない、随時更新をする可能性がありますので、ご了承ください。 

ございます。 

免責事項 

• 本書の内容は、予告なしに変更されることがあります。 

• コーレル株式会社は、本書の技術的もしくは編集上の間違い、欠落について、一切責任をおいません。ま

た、お客様が期待される効果を得るために、本書に従った導入、使用および使用効果につきましては、お

客様の責任とさせていただきます。 

• 本書に記載されている内容の著作権は、コーレル株式会社に帰属します。本書の内容の一部または全部を

コーレル株式会社の許諾なしに複製、改変、および翻訳することは禁止されています。 

商標について 

• Parallels Remote Application Server®は、コーレルの登録商標です。 

• Microsoft、Windows、Windows Server、Azure、Hyper-Vは、米国Microsoft Corporationの米国およびそ

の他の国における登録商標です。 

• Googleは、Google LLCの商標または登録商標です。 

• 本書に記載されたその他の製品名および標語は、各社の商標または登録商標です。

https://www.parallels.com/jp/products/ras/resources/
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RASの前提条件 

Parallels Remote Application Server (RAS)をインストールする

前に、インフラとソフトウェアの要件、およびすべての RAS 

コンポーネントとエージェントの前提条件を確認してください。

ソフトウェア要件はそれほど高くありませんが、インフラ要件は

アプリケーションの環境内での使用方法に応じて、企業によって

大きく異なります。 

管理者ガイドに記載されているセッションホスト、仮想デス

クトップ、Azure Virtual Desktopのインフラ要件は、ハイレ

ベルなガイダンスです。ハイパーバイザーやパブリッククラ

ウド、ハイパーバイザーで使用されているハードウェア、使

用されているアプリケーションとその使用方法、さらにはア

プリケーションが動作しているオペレーティングシステムな

ど、セッションホストで何人のユーザーが稼働できるか、仮

想デスクトップに最適な CPU とメモリ構成は何かなどを考

える上で、多くの変数があります。 

各社の状況はそれぞれ異なりますので、ユーザーがアプリケー

ションでどのように作業しているかを十分に理解し、試験的に

負荷テストを行い、最適な構成を見つけることを強くお勧めし

ます。 

 

インフラ要件 

ハードウェア要件のリンク 

 

ソフトウェア要件 

ソフトウェア要件のリンク 

RASのキーコンポーネント 

とコンセプト 
このセクションでは、Parallels RAS環境を構成する主要なコ

ンポーネントとコンセプトについて説明します。全体的な概

念からスタートし、コンポーネントへと落とし込んでいきま

す。 

RASファーム ¹ 

RASファームとは、集中管理を目的としたオブジェクトの論

理的なグループ分けのことです。RASで行う設定や構成作業

は、基本的にすべてファーム内で行います。ファーム内のコ

ンポーネントが互いに通信する情報は様々ですが、ファーム

は他のRASファームから独立して存在します。一般的に、ほと

んどの組織ではファームは 1 つですが、これはルールではなく、

組織によって構成は異なります。上級トレーニングでより詳しく

説明します。 

ファームとそのオブジェクトやコンポーネントに関するすべ

てが、1つのデータベース内に保存されます。Parallels RAS

を初めてインストールする場合、最低限必要な 1 つのサイト

(次のセクションで説明)と共にファームが自動的に作成され

ます。RASを初めてインストールしたアカウントは、ファー

ム内のルート管理者となり、ファーム内のすべてを管理する

ための完全な権限を持ちます。 

 

RASサイト ² 

サイトは、RASファーム内に作成されます。サイトは常に最低

1つ存在しますが、ファーム内には多くのサイトが作成されること

があります。リソースの管理を分けるため、または技術的な理

由で、複数のサイトが必要となる場合があります。ファーム内

のサイトは互いに隔離されていますが、オブジェクトの設定は

サイトからサイトへ複製することができます。 

例えば、サイトを作成することで、ファームの全権限を与えず

に、サイト管理者に権限を委譲することができます。また、物

理的な場所ごとにサイトを分けて、同じ設定を各サイトにコピ

ーしながら、エンドユーザーや(ニーズによっては)バックエン

ドサーバーに近いRDセッションホスト、プロバイダー、また

https://docs.parallels.com/parallels-ras-administrators-guide-20/nihongo/parallels-ras-noinsutru/shisutemu/hdowea
https://docs.parallels.com/parallels-ras-administrators-guide-20/nihongo/parallels-ras-noinsutru/shisutemu/sofutowea


©2023 Parallels International GmbH 6 

 

 

はPCを使用することもできます。例えば、クライアント/サー

バーアプリケーションは、データベースサーバーに近い場所

にあるRDセッションホストから公開するデータベースを照会

するのが理にかなっているはずです。 

なお、設定は共有ではなく、複製されます。つまり、元

のオブジェクトの設定を変更しても、その設定が共有さ

れている他のオブジェクトには自動的に反映されないの

です。 

前述の通り、RASの新規インストールが行われるたびにサイ

トが作成されます。この最初のサイトは、自動的にライセン

スサイトとして指定されます。ライセンスサイトはParallels

がホスティングするParallels Licensingサービスと通信を行う

唯一のサイトです。ファーム内の他のすべてのサイトは、ラ

イセンス情報のためにライセンスサイトと通信します。 

サイトが完全に機能し、ユーザーにリソースを公開するため

には、以下の 3 つの機能が動作していることが必要です。 

• RAS Connection Broker 

• RAS Secure Gateway 

• リソースの配信に 使用されるWindows ホスト(リモートデ

スクトップセッションホスト、VDI、またはPC) 

デフォルトでは、インストーラーはConnection Brokerと

Secure Gatewayの両方をインストールします。この設定は

カスタマイズすることができます。 

 

Connection Broker³ 

ユーザーが公開リソースへのアクセスを要求すると、その要

求を適切なホストにルーティングするのはConnection 

Brokerです。複数のホストがリソースをホスティングしてい

る場合、Connection Brokerは、管理者が設定した内容に基

づいて、受信リクエストのロードバランスを行います。 

 

プライマリ Connection Broker 

サイト内の最初のConnection Brokerは、プライマリConnection 

Brokerとして設定されます。サイト内でプライマリConnection 

Brokerだけができる機能があります。 

• システム設定の管理 

• ライセンス情報およびハートビートの送信 

• レポートサーバーへの情報送信 (設定されている場合) 

• 電子メールによるお知らせの送信 

• その他 

したがって、少なくとも 1 つのセカンダリConnection Broker

を実装し(またはN + 1。ここで、Nは環境をサポートするた

めに必要な Connection Broker の最小数です)、ユーザーにサ

ービス提供の中断がないようすることを強くお勧めします。

セカンダリConnection Brokerは、管理者が手動で昇格・降格さ

せるか、標準で実装されている自動昇格機能を使用することが

できます。 

サイト内のすべてのConnection Brokerは、ランタイムデータを

相互にレプリケートし、サービスに障害が発生した場合でもダ

ウンタイムを最小限に抑えます。 

 

Secure Gateway4 

Secure Gatewayはユーザーとの接続ポイントであり、接続を

保護するとともに全てのRASデータを1つのポートにトンネル

します。Secure Gatewayは1サイトに最低1台必要ですが、以

下の場合は複数のゲートウェイが必要な場合があります。 

• 多くのユーザーをサポート 

• (Connection Broker間で)着信コネクションの負荷分散 

• 冗長性の確保 

Secure Gatewayは、以下の2つの動作モードで動作します。 

• 通常モード : 通常モードのRAS Secure Gatewayは、ユー

ザーの接続要求を受け取り、要求したユーザーがアクセス

を許可されているかを RAS Connection Broker に確認し

ます。このモードで動作するゲートウェイは、多くのリク

エストに対応でき、冗長性を高めることができます。 

• 転送モード : 転送モードのRAS Secure Gatewayは、ユー

ザーの接続要求を事前に設定されたゲートウェイに転送し

ます。ゲートウェイのフォワーディングモードは、カスケ

ード接続のファイアウォール使用する場合、WAN接続と

LAN接続を分離し、問題が発生した場合にLANを中断させ

ずにWANセグメントを切断できるようにするために有効で

す。 
 

高可用性ロードバランシング(HALB)5 

High Availability Load Balancing(HALB)は、RAS Secure 

Gatewayの負荷分散を行うアプライアンスです。 

Parallels HALB仮想アプライアンスはHyper-VやVMwareを

サポートしています(他のハイパーバイザーも使用可能です

が、ベストエフォートでのサポートとなります)。Parallels 

RAS HALBアプライアンスはOpen Virtualization Platform (OVA)フ

ォーマットを使用し、様々なハイパーバイザーで動作します。 

複数のHALB仮想サーバーを設定し、それぞれに異なる仮想

(およびフローティング)IPを割り当て、同じRASサイト内の

Secure Gatewayへのトラフィックを負荷分散できます。これ

により管理者は、内部と外部のアクセス、または異なるオフィス

に異なる Secure Gateway を使用する場合などに、分離されたア

クセス用に仮想サーバーを設定できます。複数のHALBを同時起動

すると、1台がプライマリ、他がセカンダリとして動作します。

HALBを導入すると、エンドユーザーがダウンタイムを経験

する確率は低くなります。プライマリやセカンダリのHALB

配備は、共通または仮想IPアドレス (VIP) を共有します。プ

ライマリHALBが故障した場合、セカンダリがプライマリに昇

格し、その代わりとなります。 
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プロバイダー 

プロバイダーは、サポートされているハイパーバイザーやク

ラウドへの接続サービスであり、RASがハイパーバイザーや

クラウド内のオブジェクトを管理することを可能にします 

(仮想マシンの作成と削除)。RAS Provider Agentは、RASコ

ンポーネントとその関連するプロバイダー間のインターフェ

ースです。 

プロバイダーエージェントには 2 種類あります。 

• 内蔵型 : RAS Provider AgentはRAS Connection Brokerに

組み込まれており、Parallels RASをインストールすると自

動的にインストールされます。エージェントは複数の 

Providerを扱うことができ、高可用性の設定も可能です。 

• 専用 :RAS Provider Agentを手動でインストールします。

Providerは1台しか扱いません。このエージェントタイプ

を複数のプロバイダーで使用する場合は、プロバイダーご

とに個別のインスタンスをインストールする必要がありま

す。 

内蔵および専用のRAS Provider Agentは、Parallels RASがサ

ポートするすべてのタイプのProviderと互換性があります。

どのエージェントをインストールするかは、お客様の要件に

依存します。可能な限り、高可用性とビジネス継続性のため

に、内蔵のProvider Agentを使用することが常に推奨されま

す。 

Parallels RAS Providers は、以下のハイパーバイザーとパブリ

ッククラウドをサポートしています。 

 
ハイパーバイザープロバイダー 
• Microsoft Hyper-V (Windows Server 2016からWindows 

Server 2022まで) 

• Microsoft Hyper-V Failover Cluster (Windows Server 2016

からWindows Server 2022まで) 

• VMware vCenter 6.5.0, 6.7.0, 7.x, 8.0 

• VMware ESXi 6.5.0, 6.7.0, 7.x, 8.0 

• Nutanix AHV(6.5LTS, 6.10LTS) 

• Remote PC —リモートPCのプールを作成することができる特

殊なタイプです。 

• AWS EC2 

• Microsoft Azure 

*  VMware は、2022 年 10 月 15 日に vSphere 6.5.0 および 6.7.0 のサ

ポートを終了しました。これらのバージョンを Parallels RAS 19 で

使用することは可能ですが、長期間のサポートを確保するために 

vSphere 7.0 へのアップグレードを推奨します。 

 

Cloud providers 
AzureとAWSのEC 2 プロバイダーは、各ネイティブAPIを通

じて、各クラウドと直接統合します。これにより以下が可能

になります。 

• 仮想マシンの管理 

• テンプレートの作成と管理 

• インスタンスプールの作成と管理 

• オートスケールの設定 

• スケジュールによる仮想マシンの有効化、リブート、起

動、シャットダウン 

• 画像の最適化を設定 

• FSLogixプロファイルコンテナーおよびMSIXアプリのアタ

ッチの使用 

• その他 

 

RASテンプレート 

RASテンプレートは、プロバイダーによるゲスト仮想マシン

の作成を自動化するために使用します。テンプレートは以下

の 2 つのパーツで構成されています。 

• RAS Consoleで作成した構成と設定 

• 命名規則 

• 自動スケーリング 

• FSLogixの設定 

• 適用される最適化 

• その他 

• 対応するハイパーバイザーやクラウド上で作成された仮想

マシンプロバイダー 

• RASテンプレートに基づき作成された仮想マシンは、

フルクローンかリンクドクローンのいずれかが可能 

 

ホスト 

ホストとは、リソースの公開元となるWindowsマシンのこと

です。 

• Remote Desktop Session Hosts (RDSH)(マルチセッショ

ン : 1台のホストを多数のユーザーへ提供) 

• 複数のユーザーが同時にホストのリソースにアクセス

できるようにするWindowsの役割です。各ユーザーに

は、ホスト上で自分のセッションが与えられます。 

• 仮想デスクトップ (シングルセッション : 1台のホストを1ユ

ーザーへ提供) 

• 各ユーザーに専用のWindows仮想マシンを提供しま

す。この仮想マシンへのユーザーの接続は、

Persistent (特定のユーザー専用) またはNon-

Persistent (ユーザーがリソースにアクセスするたび

プール内のランダムな仮想マシンが与えられる) のい

ずれかです。 

• 物理的デスクトップ 

• Parallels RAS の RemotePC 機能 
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RAS Windows ホスト 
6. 7. 8

 

このセクションでは、マルチセッションホストとシングルセ

ッションホストを使用した場合のメリットとデメリットにつ

いて見ていきます。それぞれにユースケースがあり、どちら

が優れているということはなく、多くの組織で両方が使われ

ています。 

 
マルチセッション (RDSH) 6 

このモードは 20 年以上前から存在し、よく利用される携帯

です。マルチセッションは、有効化の必要がある役割として

Windows Serverに限定していました。最近、Microsoft は

Windows 10と11 Enterprise Multi Sessionをリリースしまし

たが、Azure とAzure Virtual Desktop を通してのみ利用可能

です-これも完全にサポートされ、以下でカバーされていま

す。 

この配信方法の特徴は以下の通りです。 

• 1つのホストに多くのユーザーセッション 

• リソースの効率的な使用 CPU/メモリ/ディスク 

• エンドユーザーによるカスタマイズの選択肢が少ない 

• あるセッションで発生した問題は、ホスト上の他のセッシ

ョンにも影響を与える可能性がある。 

 

シングルセッション 7 

デスクトップやノートパソコンで動作するWindows クライ

アントOSはシングルセッションであるため、ほとんどの人が

この方式を採用していますが、Windows Serverもこの方式で

使用することができます。 

• 1セッションで1ホストを専有 

• ユーザーが使用するほとんどすべてのソフトウェアとの互

換性 

• 多くのユーザーにとってなじみやすいUI 

• ユーザーは自分のホストで完結しているため、他のユーザ

ーに影響を与えにくい 

• CPU/メモリ/ディスクのリソースの使用率の向上 
 

リモートPC 8 

リソースは、サポートされているバージョンのWindowsを実

行しているスタンドアロンのリモートPCから発行することも

できます。リモートPCは、物理マシンでも、物理PCとして扱

われる仮想マシンでもよいですが、通常は物理コンピューター

です。リモートPC接続は、通常、オフィスにいるユーザーの物

理的なデスクトップにリダイレクトされます。 

ネットワーク上に仮想マシンがあれば、それをVDIインフラの

一部として利用することは理にかなっています。ただし、ゲ

ストVMのクローニング機能が不要な場合や、エンドユーザーが

カスタマイズのためにPCの完全な管理者権限を必要とする場合

などは、仮想マシンをリモートPCとして使用することができま

す。 

FSLogix 

会社のデスクでも自宅でも、毎日同じマシンにログインする場

合、Windows ユーザープロファイルは問題になりませんが、

今日ログインしたデスクトップと明日ログインするデスクトッ

プが全く異なる場合、問題が発生する場合があります。 

ユーザープロファイルは、物理的か仮想的かを問わず、デス

クトップ上でユーザーが行うカスタマイズを保存します。こ

れらのカスタマイズは、背景画像からアプリケーションのカスタ

マイズ、Outlook メールのローカルキャッシュまで、あらゆるも

のを含みます。ユーザーエクスペリエンス向上のためには、プロ

ファイルが重要です。そのためには、ユーザーがログインするマ

シンに関わらず同じプロファイルが利用できるように設定し直さ

なければなりません。Windowsプロファイルをローミングプ

ロファイルにすることは可能ですが、この場合、プロファイ

ルが破損するケースや、プロファイルのロードに時間があっ

かるというシナリオが発生する場合があります。FSLogixは

この問題を改善します。 

FSLogixはコンテナ(仮想ディスク)を使ってユーザーのプロフ

ァイルを保存し、Windowsやユーザーがログインしているマ

シンから切り離すことができます。ここで説明しているコン

テナは、中央のストレージからマシンにアタッチされる

VHD(X)です。そして、FSLogixエージェントは、ローカルデ

ィスクとFSLogixコンテナの両方をマージしたビューを

Windowsに提示します。 

Parallels RAS では、エージェントのインストールやアップグ

レードから設定まで、RASコンソール内でFSLogixを管理する

ことができます。デプロイメントは、個々のホストまたはプ

ールに対して行うことができます。 
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画像の最適化 

Windowsは、サーバーもクライアントも複雑なOSであり、単

にインターネットを閲覧することからハイエンドゲーム、

SQL Serverによる大規模なワークロードの実行まで、さまざ

まな方法で活用することができます。最も効率的な運用を実

現するためには、Windows を使用する主な機能に合わせて最

適化する必要があります。これは通常、サービスの停止、レ

ジストリエントリの調整などを含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Parallels RAS には、テンプレートに組み込まれた自動画像最

適化機能があります。RD Session Host、VDI、Azure Virtual 

Desktopのワークロードに対して、130以上のイメージ最適化

が利用可能です。それだけでなく、独自のカスタムスクリプト

を追加することも可能です。最適化は管理者でも変更可能で

す。特定の最適化を望まない場合は、無効化することができ

ます。最適化はデフォルトでは有効ではありません。 

 

Azure Virtual Desktop(AVD) 
Azure Virtual Desktopは、Microsoft Azure上で動作するデス

クトップやアプリの仮想化サービスで、Windows 10および

Windows 11 Enterpriseのマルチセッションホストを含むRD

セッションホストと仮想デスクトップへのアクセスを提供し

ます。Parallels RASは、既存の技術機能に加え、Azure 

Virtual Desktopワークロードの統合、構成、保守、サポー

ト、アクセスを行う機能を提供します。 

Parallels RASは、Azure Virtual Desktop環境の管理だけでな

く、RASによってAVDの機能を拡張することもできます。 

• Azure Virtual Desktopの導入と管理を簡素化と強化 

• 管理画面とユーザエクスペリエンスを統一 - 単一ペインで表

示 - Parallels Clients と Parallels RAS Console 

• ハイブリッドやマルチクラウドの導入に柔軟に対応し、リ

ーチを広げる 

• Azure Virtual Desktopワークロードの管理ルーチン、プロビ

ジョニング、管理の自動化と効率化 

• Microsoft Azureやオンプレミスでのオートスケール機能を

内蔵 

• ユーザー、セッション、プロセスの管理 

• RASユニバーサルプリントとスキャンの活用 

• AIを活用したセッション事前起動で超高速ログオンを実現 

• ドライブキャッシュリダイレクトを有効にし、ファイルリダ

イレクトを高速化 

• 自動画像最適化とFSLogix Profile Containersを統合 

• 顧客管理 

• クライアントに対するセキュリティポリシー 

• RAS ConsoleからRASのレポートとモニタリングを活用 

 

リソースの公開とフィルター 
公開は、ユーザーが必要とするリソースへのアクセスを可能に

する機能です。公開されたリソースは、フィルタリングでアク

セス制限をすることでセキュリティを確保できます。Parallels 

RAS からは、様々な種類のリソースを公開できます。 

• インストールされたアプリケーション- Windows にインスト

ールされたアプリケーションです。手動インストールか、

SCCMのような配信システムからインストールできます。 

• コンテナ化されたアプリケーション (App-v) - App-v のアプリ

ケーションは現在でも利用されています。RASはApp-v パッ

ケージを読み込み、そのアプリケーションを公開することが

できます。 

• パッケージアプリケーション (MSIX app attach、後述) 

• デスクトップ : アプリケーションを配信するだけでなく、デ

スクトップ全体をユーザーに公開することができます。 

• ドキュメント-アプリケーションだけでなく、特定のドキュメ

ントを指定して公開することができます。 

• Webアプリケーション-管理者は、社内WebサイトやWebア

プリケーションを公開することができます。 

• ネットワークフォルダ-ユーザーが必要とする内部ネットワー

クフォルダにアクセスします。これは、ドキュメントリポジ

トリ、ホームドライブの場所、またはユーザーが特定の場所

にいる場合にのみ利用可能なフォルダなど、様々な用途で利

用することができます。 

 

MSIX app attach 

MSIX app attach は、アプリケーションをインストールするこ

となく、MSIXパッケージを物理ホストや仮想ホストに動的に配

信する方法です。MSIX app attach は、マイクロソフトの新し

い技術で、アプリケーションをホストにインストールすること

なく、Windows ホストに完全な機能のアプリケーションをダイ

ナミックに提供することができます。 

MSIX app attach は、2 つの異なるタイプの技術が組み合わさ

れています。1 つ目はマイクロソフトの最新パッケージングフ

ォーマットMSIX、2 つ目は VHD (X) を使用してアプリケーシ

ョンを配信する新しい配信メカニズムです。 

MSIXでパッケージ化されたアプリケーションを VHD (X) に展開
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するのが、基本的な手法です。（Windows11以降ではマイク

ロソフトはCimFSを推奨しています）ユーザーが自分のセッシ

ョンにログインすると、パーミッションがチェックされ、ユー

ザーがアクセスできるすべてのアプリ添付 VHD (X) とその上

のアプリケーションが使用できるようになります。 

いくつかのキーコンセプトは、以下の通りです。 

• すべてのディスクは、中央のストレージリポジトリから保

存され、アクセスされます。 

• VHD (X) は読み取り専用です。ユーザーは VHD (X) に書き込

むことができません。 

• VHD (X) は、複数のホストにまたがっても、アクセス権を持

つすべてのユーザーで共有されます。 

• VHD (X) はホストにダウンロードされないので、ストレー

ジリポジトリとホストの間に安定したネットワーク接続が

必要です。 

• 配信されるアプリケーションは、ホストにインストールさ

れているかのように動作します。ユーザーは、ローカルに

インストールされたアプリケーションと MSIX app attach

配信されたアプリケーションを区別することができませ

ん。 

• 実際のアプリケーションはホストにインストールされない

ため、ディスクを取り外すと、アプリケーションの痕跡が

システムに残りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィルター 

フィルタールールは、管理者が特定の公開リソースにアクセ

スできるユーザーを制御するための機能です。各ルールは、

ユーザーがアクセス可能かを決定するために満たすべき1つ以

上の基準で構成されます。デフォルトでは公開リソースにフ

ィルタールールは存在しないため、リソースはParallels RAS

ファームに接続しているすべてのユーザーが利用できます。

フィルタールールを作成し、RASコンソールで公開リソースに

適用すると、条件を満たすユーザーのみが利用可能になりま

す。拒否されたユーザーは、リソースが公開されたことすら

確認できません。 

フィルタールール内で使用できる基準は以下のとおりで、そ

れぞれ 1 つのルール内で複数回使用することが可能です。 

• ユーザー、ユーザーが所属するグループ、またはユーザーが

接続するコンピューター 

• ユーザーが接続するセキュアゲートウェイ 

• クライアント端末名 

• クライアント端末のオペレーティングシステム 

• IPアドレス 

• ハードウェアID（MACアドレス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

セッション事前起動 

※ポリシーの項目名は（再起動セッション） 

ユーザーがリモートアプリケーションやデスクトップを開く場

合、まずセッションを起動する必要があります。新しいセッショ

ンの起動には時間がかかるため、ユーザーはアプリケーションの起

動を待つことになります。セッション起動のためには、まずホスト

上でのユーザーログオン処理が発生しますが、ログオンプロセスに

はある程度の待ち時間が発生します。 

ユーザーエクスペリエンスを向上させるために、ユーザーがア

プリケーションを開く前にセッションを先行して起動すること

ができます。事前起動は、ユーザーがRASクライアントにログ

インし、認証された時点で開始されます。 

セッション事前起動を設定する際、以下の 3 つのオプションがあ

ります。 

• オフ : セッション事前起動を使用しません。 

• ベーシック : セッションはユーザーがアプリケーションのリ

ストを取得すると同時に開始されます。ユーザーが数分以内

にアプリケーションを開くことを想定しています。セッショ

ンは10分間有効です。その間にアプリケーションを開かなけ

れば、クライアントはセッションを切断します。 

• マシンラーニング : アプリケーションのリストを取得する

と、ユーザーの習慣に基づきセッションが事前起動されま

す。このオプションを有効にすると、Parallels Clientは、指

定の曜日にアプリケーションを起動する習慣を記録して分析

します。セッションは、ユーザーが通常アプリケーションを

開く数分前に開始されます。 

セッション事前起動は、ファーム全体で設定しなければならな

いオプションではありません。特定のホストや公開リソースに

基づいて、セッション事前起動を使用しないルールを設定する

ことができます。以下のオプションが選択可能です。 
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・ [セッション事前起動を除外する]リストを使用して、事前起

動を使用しない日付を指定します。プラス記号アイコンを

クリックし、日付を選択します。リストには複数のエント

リーを含めることができます。 

• 公開済みリソースをセッション事前起動から完全に除外する

ことも可能です。この方法ではリソースは分析から除外さ

れ、Parallels Clientがセッション事前起動をするか決める際

に考慮されません。例えば、セッション事前起動を絶対に

したくないサーバーがある場合、そのサーバーがホストし

ている全ての公開リソースをセッション事前起動から除外

するようフラグを立てることができます。公開リソースを

セッション事前起動から除外するには、RASコンソールで 

[公開]に移動しリソースを選択し[アプリケーション]タブを

選択して、[セッション事前起動から除外する]オプションを

選択します。 

 

認証とマルチファクター 
ユーザーが公開リソースにアクセスする前に、ログオン資格情

報によって認証される必要があります。認証には3つのタイプ

があり、多要素認証も追加できます。 

コンソールの[接続]で設定可能で、4種類の方法があります。 

• 認証情報 : ユーザー認証は、RASが稼働している Windowsシ

ステムで検証されます。Windows認証に使用される認証情報

は、RDPセッションへのログインにも使用されます。 

• スマートカード : この認証は、Windows認証と同様です。

スマートカード認証情報は、RASとRDPの両方で共有でき

ます。スマートカードを使用するには、有効な証明書がユ

ーザーデバイスにインストールされている必要がありま

す。 

• Web (SAML) : これは通常、シングルサインオン認証と呼ば

れます。実際の例としては、GoogleやMicrosoftのアカウン

トを使って、これら以外のウェブサービスにサインインする

ことができます。 

• ウェブ＋資格情報 : これは認証情報とWeb(SAML)情報を組

み合わせて認証する方法です。 

ユーザー認証はActive Directoryドメインの情報を利用して行わ

れます。管理者は、特定のドメイン、またはフォレスト内の全

てのドメインへの認証を許可できます。使用可能なオプション

は以下の 4 つです。 

• 特定 : これを選択し、特定のドメイン名を入力します。 

• 信頼されたすべてのドメイン : Parallels RASに接続するユ

ーザーの情報がフォレスト内の異なるドメインに保存され

ている場合は、[すべての信頼できるドメイン] オプション

を選択して複数のドメインに対して認証します。 

• クライアントで指定されたドメインを使用 : Parallels Client

の接続プロパティで指定されたドメインを使用する場合は、

このオプションを選択します。クライアント側でドメイン名

が指定されていない場合は、上記の設定に従って認証が行わ

れます。 

• クライアントのNetBIOS認証情報の使用を強制 : このオプシ

ョンを選択すると、Parallels Clientはユーザー名をNetBIOS

ユーザー名に置き換えます。 

また、非ドメインユーザーやWindowsホスト上のローカルユー

ザー認証の許可オプションもあります。ユーザー認証方法とし

て推奨されませんが、必要な場面があるかもしれません。 

• スタンドアロンマシンで指定されたユーザーに対してユーザ

ーセッションを認証するには、ドメイン名の代わりに[ワーク

グループ名]/[マシン名]の入力が必要です。例えば、ワーク

グループ”WORKGROUP”のメンバーである”SERVER1”とい

うマシン上のローカルユーザーリストに対してユーザー認証

したい場合、ドメインフィールドに次のように入力します :  

WORKGROUP/SERVER1 
 

認証とアクセスの制限 

RASコンソール内蔵のログオン時間ルールを使って、1日または

1週間の特定の時間帯にユーザーが認証されないようにできます。

このルールを実施するには、[接続]の[ログオン時間]のタブで時

間を設定し、[オプション]（歯車のアイコン）をクリックして

表示されるメニューで次の2つの設定を設定できます。 

• ログオンが許可されている時間外にParallels Clientの接続を

許可しません : 選択すると Parallels Client はサイトで公開さ

れているリソースへ接続不可となります。 

• 時間が超過した場合、ユーザーセッションを切断します : 選

択した場合、セッションが切断される旨の通知をユーザーに

表示することもできます。このオプションを選択すると以下

の設定ができます。 

• 切断の前にユーザーに通知します : クライアントがファーム

から切断される前何分前に Parallels RAS からユーザーに通

知するか設定します。 

• セッション時間の延長を許可します :  選択した場合、セッシ

ョンを延長することができます。 

管理者はParallels Clientのタイプ、ビルド番号でアクセスを制

限し、セキュリティをさらに強化できます。Parallels RAS ファ

ームへの接続や公開リソースの一覧を表示するために、

Parallels Clientのタイプとバージョン番号の最小要件を強制で

きます。さらに、Parallels Clientのセキュリティパッチレベル

を設定することも可能です。 

これを実施するかどうかは、3つのモードがあります。 

• すべてのクライアントの接続を許可 : 制限なし。すべての 

Parallels Clientタイプおよびバージョンでフルアクセスが許

可されます。 

• 選択したクライアントのみシステムへの接続を許可 : 

Parallels RASファームへの接続を許可するParallels Clientの

タイプとビルド番号を指定できます。クライアントリスト

で、必要な Parallels クライアントタイプを選択します。最

小ビルド値を設定するには、クライアントタイプを右クリッ
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クし、[編集] を選択します。最小ビルドの欄にバージョン

番号を直接入力してください。 

• 選択したクライアントにのみ公開アイテムの一覧表示を許

可 :  公開リソースを一覧表示できる Parallels Client の種類

とバージョンを指定できます。上記のオプションと比較し

て、このオプションは Parallels クライアントが Parallels 

RAS に接続することを制限しません。このオプションを選

択し、[クライアント] リストで必要な Parallels クライアン

トタイプを選択します。最小ビルド値を設定するには、ク

ライアントタイプを右クリックし、コンテキストメニュー

の [編集] をクリックすると、コンテキストメニューが表示

されます。最小ビルドの欄にバージョン番号を直接入力し

てください。 
 

多要素認証 

多要素認証を使用する場合、ユーザーは 2 つの連続したステ

ージで認証を受け、アプリケーションリストを取得する必要

があります。第一階層は常にネイティブ認証 (Active 

Directory / LDAP) を使用しますが、第二階層は静的なユーザ

ー名とトークンによって生成されるワンタイムパスワードを

使用します。ワンタイムパスワードは、アプリや専用キーフォブ

で生成したり、テキストや電子メールとして送信したりすること

ができます。 

RASは、以下の種類のMFAをサポートしています。 

• RADIUS 

• Azure MFA サーバー 

• Duo  

• FortiAuthenticator 

• TekRADIUS 

• 他のRADIUSプロバイダー 

• TOTP 

• Google Authenticator 

• Microsoft Authenticator 

• 他のTOTPプロバイダー 

• メールのOTP 

• Deepnet 

• SafeNet 

RASは、サイト内で複数のMFAプロバイダーを使用することも

可能で、上記のパブリッシングセクションで説明したようなフ

ィルタリングルールを使用して、管理者は、誰が、どこで、い

つ、どのプロバイダーによってMFAを要求するかを決めること

ができます 
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ユーザーのオンボーディング 
新しい Parallels RAS 環境をセットアップした後、ユーザーをセ

ットアップして接続する必要があります。デスクトップ管理者

による手動、SCCMによる自動配信、ユーザー自身によるクラ

イアントのインストールと設定など、その方法はさまざまで

す。在宅勤務やハイブリッドワークが増加した今、ユーザーを

適切に接続することはさらに難しくなっています。この問題を

解決するために、RASはプロセスを合理化し、可能な限りシン

プルにするための機能を内蔵しています。 

 
まず、最もシンプルな方法として、電子メールによるディスカ

バリーがあります。RASクライアントがインストールされ起動

すると、メールアドレスやサーバーアドレスを入力するダイア

ログが表示されます。メールアドレスを入力すると、クライア

ントが環境接続するために必要な情報を取得します (Active 

Directoryのユーザープリンシパル名と一致する必要がありま

す) 。 

これは、ユーザーがアク

セスできるDNSサーバー

にDNS TXTエントリーを

設定することで実現しま

す。このエントリーが見

つかると、クライアント

は環境との連絡先を知る

ことができ、ユーザーは

認証して公開リソースリ

ストの取得が可能になり

ます。 

• クライアントからの初回ログイン時に、すべての接続情報が

クライアントに自動的に設定されます 

• DNSサーバーのユーザードメインの前方参照ゾーンにTXTレ

コードが必要です。 

• 全てのネイティブParallelsクライアントは、メールアドレス

を入力してParallels RASファームを検索することができま

す。 

• RASファームにログインする際に、ドメインのログオンを覚

える必要がなく、メールアドレスを使用してログインできる

ようにします。 

2 つ目の方法は、RAS 

Consoleにある「招待メー

ル」ウィザードを使う方法で

す。Consoleの「開始」、

「ユーザーに案内」を選択し

ます。この方法では、管理者

がユーザーまたは個別に、ク

ライアントのインストールや

設定方法に関する指示を大量

に電子メールで送信すること

ができます。 

RASクライアント 
ネイティブオペレーティングシステムのRAS
クライアント 

Parallels RASには、様々なオペレーティングシステムに対応す

る真のネイティブ RAS クライアントが含まれています (以下の

一覧) 。すべてのRASクライアントは、RASクライアントポリ

シーで管理し、ユーザーがそのプラットフォーム上のアプリケ

ーションにアクセスできるかどうかを判断するために使用する

ことができます。 

• Windows  –  Webドキュメント 

• Mac– Webドキュメント 

• Linux– Webドキュメント 

• iOS– Webドキュメント 

• Android–  Webドキュメント 
• ユーザーポータル–  Webドキュメント 
 
RASクライアントポリシー 

RAS Consoleのポリシーでは、ファームに接続するユーザーの 

Parallels Clientポリシーを管理することができます。クライア

ントポリシーを追加することで、ユーザーをグループ化し、異

なるParallels Client設定をユーザーデバイスにプッシュして、

組織の要求通りに機能させることができます。 

ユーザーデバイスに適用できる設定には、RAS接続プロパテ

ィ、ディスプレイ、印刷、スキャン、オーディオ、キーボー

ド、デバイスなどがあります。ポリシーを作成し、クライアン

トデバイスにプッシュすると、そのデバイスのユーザーは、ポリ

シーが強制する設定を変更することはできません。ポリシーを設

定すると、Parallels Clientでは、接続プロパティやグローバル

環境設定が非表示または無効になっていることがわかります。 

 

 

https://docs.parallels.com/parallels-client-for-windows-users-guide-20?_gl=1*1xmhkye*_gcl_aw*R0NMLjE3MzUwOTIwMDYuRUFJYUlRb2JDaE1JdXBPVHN1bkJpZ01WVXRFV0JSMEFLZzd0RUFBWUFTQUFFZ0lhcl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjA2MzI4NTg0Ni4xNzMxNTY5MDYy*_ga*MTkxNjQ4NDU4MC4xNzMxNTY5MDU3*_ga_CEVYC7924W*MTczNTIwMTU5My43My4wLjE3MzUyMDE1OTQuNTkuMC4w&_ga=2.144365109.1477526581.1735198223-1916484580.1731569057&_gac=1.237760052.1735092024.EAIaIQobChMIupOTsunBigMVUtEWBR0AKg7tEAAYASAAEgIar_D_BwE
https://docs.parallels.com/parallels-client-for-mac-users-guide-20?_gl=1*1lul7q0*_gcl_aw*R0NMLjE3MzUwOTIwMDYuRUFJYUlRb2JDaE1JdXBPVHN1bkJpZ01WVXRFV0JSMEFLZzd0RUFBWUFTQUFFZ0lhcl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjA2MzI4NTg0Ni4xNzMxNTY5MDYy*_ga*MTkxNjQ4NDU4MC4xNzMxNTY5MDU3*_ga_CEVYC7924W*MTczNTIwMTU5My43My4xLjE3MzUyMDE2NjAuNTguMC4w&_ga=2.155900475.1477526581.1735198223-1916484580.1731569057&_gac=1.213475616.1735092024.EAIaIQobChMIupOTsunBigMVUtEWBR0AKg7tEAAYASAAEgIar_D_BwE
https://docs.parallels.com/parallels-client-for-linux-20?_gl=1*1eu49hk*_gcl_aw*R0NMLjE3MzUwOTIwMDYuRUFJYUlRb2JDaE1JdXBPVHN1bkJpZ01WVXRFV0JSMEFLZzd0RUFBWUFTQUFFZ0lhcl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjA2MzI4NTg0Ni4xNzMxNTY5MDYy*_ga*MTkxNjQ4NDU4MC4xNzMxNTY5MDU3*_ga_CEVYC7924W*MTczNTIwMTU5My43My4xLjE3MzUyMDE2OTMuMjUuMC4w&_ga=2.248164615.1477526581.1735198223-1916484580.1731569057&_gac=1.174321302.1735092024.EAIaIQobChMIupOTsunBigMVUtEWBR0AKg7tEAAYASAAEgIar_D_BwE
https://docs.parallels.com/parallels-client-for-ios-20?_gl=1*1alkfd9*_gcl_aw*R0NMLjE3MzUwOTIwMDYuRUFJYUlRb2JDaE1JdXBPVHN1bkJpZ01WVXRFV0JSMEFLZzd0RUFBWUFTQUFFZ0lhcl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjA2MzI4NTg0Ni4xNzMxNTY5MDYy*_ga*MTkxNjQ4NDU4MC4xNzMxNTY5MDU3*_ga_CEVYC7924W*MTczNTIwMTU5My43My4xLjE3MzUyMDE3MjEuNTkuMC4w&_ga=2.248164615.1477526581.1735198223-1916484580.1731569057&_gac=1.174321302.1735092024.EAIaIQobChMIupOTsunBigMVUtEWBR0AKg7tEAAYASAAEgIar_D_BwE
https://docs.parallels.com/parallels-client-for-android-users-guide-20?_gl=1*gl77r*_gcl_aw*R0NMLjE3MzUwOTIwMDYuRUFJYUlRb2JDaE1JdXBPVHN1bkJpZ01WVXRFV0JSMEFLZzd0RUFBWUFTQUFFZ0lhcl9EX0J3RQ..*_gcl_au*MjA2MzI4NTg0Ni4xNzMxNTY5MDYy*_ga*MTkxNjQ4NDU4MC4xNzMxNTY5MDU3*_ga_CEVYC7924W*MTczNTIwMTU5My43My4xLjE3MzUyMDE3NTUuMjUuMC4w&_ga=2.211476117.1477526581.1735198223-1916484580.1731569057&_gac=1.41157270.1735092024.EAIaIQobChMIupOTsunBigMVUtEWBR0AKg7tEAAYASAAEgIar_D_BwE
https://docs.parallels.com/parallels-user-portal-20
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ユーザーポータルとHTML5ク
ライアント 
ユーザーポータル 

ユーザーポータルは、RAS Secure Gatewayに組み込まれた機能

で、ユーザーはParallels HTML5 Clientを使用してWebブラウザ

からParallels RASに接続し、公開リソースを開くことができま

す。このクライアントは、プラットフォーム固有のParallels 

Clientと同様に動作しますが、ユーザーのコンピューターやデ

バイスに追加のソフトウェアをインストールする必要はありま

せん。必要なのは、HTML5対応のウェブブラウザだけです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HTML5クライアント 

Parallels HTML5 Clientは、ウェブブラウザ上で動作するクラ

イアントアプリケーションです。ユーザーはParallels HTML5 

Clientを使用して、Webブラウザからリモートアプリケーショ

ンやデスクトップを表示および起動できるユーザーポータルに

アクセスすることができます。 

プラットフォーム別Parallelsクライアント(Parallels Client for 

Windows、Parallels Client for iOS など)と比較した場合、

Parallels HTML5 Clientは、エンドユーザーのコンピューター

やモバイルデバイスに追加のソフトウェアをインストールする

必要がありません。 

Parallels HTML5 Clientは、ネイティブクライアントほど高機

能ではありませんが、インストールが不可能な状況において、

プラットフォームに依存しないリッチな体験を提供します。 

Parallels HTML5 Client の利用にはRAS Secure Gateway が必要

です。 

 
 
 

テーマ 

ユーザーポータルテーマは、ユーザーポータルをユーザーグル

ープごとにカスタムデザインできる機能です。 

特定のテーマには特定のURLを指定します。（以下は例）  

https://<example.com>/Accounting  

https://<example.com>/IT 

Parallels RAS のテーマは、以下のことを可能にする機能で

す。 

• 認証やMFAなど、ユーザーに適用される特定のプロパティを

設定したテーマに対して、指定したグループのアクセスを許

可します。 

• この機能は、利用可能なすべてのプラットフォームで

Parallels Clientがサポートしています。 

• ロゴや色の入れ替えなどのブランディング、法的表示の分離

など、ユーザーポータルの外観をカスタマイズできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

セッション管理 
ユーザーが Parallels RASに接続してセッションを確立する

と、Parallels RAS Consoleの以下の場所にセッション情報が表

示されます。 

Parallels RAS Consoleで[セッション]を選択 

また、例えば以下のビューでも表示が可能です。 

RDセッションホスト、VDI、Azure Virtual Desktopビューのセ

ッションタブです。 
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セッション情報 

特定のセッションの完全な情報を見るには、そのセッション

を右クリックして、[情報の表示]を選択します。 

次のようなグループが表示されます。 

• セッションセットアップ : 一般的なセッション情報を含みま

す。 

• ログオンの詳細 : ログオンプロセスの評価に使用できるロ

グオンメトリクスを表示します。 

• セッションの詳細 : 現在のセッションの状態、ログオン時

間、イン / アウトデータサイズ、一般的なセッション情報

を表示します。 

• 接続の詳細 : 接続と認証の詳細を表示します。 

• ユーザーエクスペリエンス : ユーザーエクスペリエンスの

評価に使用できるメトリックスを表示します。 

• クライアントの詳細 : ユーザーデバイスと Parallels Client 

のタイプおよびバージョンに関する情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
セッション管理 

セッション (または同時に複数のセッション) を管理するに

は、1 つまたは複数のセッションを選択し、タスクのドロッ

プダウンリストを使用して、次のアクションから選択しま

す。 

• 更新 

• 切断 

• ログオフ 

• メッセージの送信（[メッセージを送信した]と表示されます） 

• リモートコントロール 

• リモートコントロール (プロンプト) 

• リソースセッションビューを表示 

• プロセスを表示 

 
プロセス管理 

以下に基づいて、プロセスを管理することができます。 

• 選択したセッション 

• 選択したサーバー 

• 全てのサーバー 

次のような操作が可能です。 

• 更新 

• プロセスの強制終了 

• 公開されたアイテムに進む 

• 切断 

• ログオフ 

• メッセージの送信（[メッセージを送信した]と表示されます） 

• リモートコントロール 

• リモートコントロール（プロンプト） 

 
製品情報 

セッションカテゴリーの製品情報タブには、現在実行中の公

開リソース (アプリとデスクトップ) が表示されます。 

その中で注目のカラムをいくつか紹介します。 

• ID 

• 公開名 

• ユーザー 

• セッション ID 

• セッションホスト 

• 状態 

• タイプ 

• ソース 

• ログオン時間 

• セッションの長さ 

 

セッションの負荷分散 
セッションのロードバランシングは、Parallels RASの 

Connection Brokers Load Balancerが担当し、Parallelsクラ

イアントからのRDセッションホスト接続のバランスを取るよ

うに設計されています。 

• リソースベース : サーバーの混

雑状況に応じて、セッションを

分散させます。新しい着信セッ

ションは、常に最もビジーでな

いサーバーにリダイレクトされ

ます。 

• ラウンドロビン : セッションを順次リダイレクトします。  

例えば、ファーム内に2つのRDセッションホストがあるとしま

す。リソースベースのロードバランシングでは、あるサーバー

が他のサーバーより忙しいかどうか、あるいはその逆かを判断

するために以下のカウンターを使用します。 

• ユーザーセッション : ユーザーをセッション数の少ないサ

ーバーにリダイレクトします。 
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• メモリ : RAMの空き容量と使用量の比率が最良なサーバー

にユーザーをリダイレクトさせます。 

• CPU : CPUの空き時間 / 使用時間比率が最良なサーバーにユ

ーザーをリダイレクトさせます 

 

 

 

 

全てのカウンターが有効な場合、ロードバランサーはカウンタ

ー比率を合計し、最も有利な比率のサーバーにセッションをリ

ダイレクトします。 

 

ユニバーサルプリントとスキャ
ン 
プリンターリダイレクトは、リモートアプリケーションやデ

スクトップからの印刷ジョブをローカルプリンターにリダイ

レクトできます。このプリンターは、ユーザーのコンピュー

ターに接続されているかIPアドレスで接続されたローカルネ

ットワークプリンターです。 

現在、ユニバーサルプリントは、Windows、Linux、Mac、

iOS、Androidのネイティブクライアントでサポートされてい

ます。ユニバーサルスキャンは、Windowsネイティブクライ

アントでサポートされています。 

 
ユニバーサルプリント 

プリンター管理 

システム管理者は、ユニバーサルプリントリダイレクト権限

を許可/拒否するクライアント側プリンタードライバーのリ

ストを制御できます。 

• 有用でないプリンターリダイレクトによるサーバーリソー

スの過負荷を回避できます。 

• 特定のプリンターでサーバーが不安定になるのを回避しま

す。 

 

フォント管理 

ユニバーサルプリントを使用して文書を印刷する際、文書が

クライアントマシンのローカルスプーラにコピーされて印刷

されるようフォントを埋め込む必要があります。 

印刷ジョブへのフォントの埋め込みを制御するには、[フォン

トマネジメント]タブページで、オプション[転送フォント]に

チェック/オフを行います。 

• フォントを埋め込み対象から除外 

• サーバーやクライアントへのフォントの自動インストール 

 

ユニバーサルスキャン 
スキャナーリダイレクトにより、リモートデスクトップに接

続しているユーザーや公開アプリケーションにアクセスして

いるユーザーが、クライアントマシンに接続されているスキ

ャナーを使用してスキャンすることができます。 

ユニバーサルスキャンは、TWAINおよびWIAリダイレクトを

使用して、リモートアプリケーションがクライアントデバイ

スに接続されたスキャナーを使用できるようにします。ユニ

バーサルスキャンでは、特定のスキャナドライバをサーバー

にインストールする必要はありません。 

注 : RDセッションホストでWIAとTWAINの両スキャンを有

効にするには、サーバー機能のDesktop Experienceが必要

です。 

デフォルトでは、ユニバーサルスキャンドライバーはRDセッ

ションホスト、ゲストVM、およびリモートPCのエージェン

トとともに自動的にインストールされます。そのため、サー

バーをファームに追加するとユニバーサルスキャンがインストー

ルされます。 

証明書 
Parallels RAS には証明書管理インターフェースがあり、すべ

ての SSL 証明書を1か所で管理することができます。 

証明書は、サイト単位で管理されます。証明書がサイトに追加

されると、そのサイトに存在するRAS Secure Gatewayまたは

HALBで使用することができます。コンソールから、管理者は

次のことができます。 

• 自己署名証明書の生成 

• 内部認証局または外部認証局で使用する証明書署名要求 

(CSR) を生成する。 

 

Let's Encrypt証明書 

Let's Encrypt は、グローバルな認証局 (CA) です。 

この団体は非営利団体であり、証明書の発行に手数料はかか

りません。各証明書の有効期限は90日間です。RAS Console

でLet's Encrypt証明書の発行 / 自動更新 / 失効が可能です。 
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パフォーマンスモニタリングと
レポート 
モニタリング 

Parallels RAS Performance Monitorは、管理者がParallels RAS

デプロイのボトルネックやリソースの使用状況を分析するため

に設計された、ブラウザベースのダッシュボードです。ダッシ

ュボードでは、パフォーマンスメトリクスを視覚的に表示

し、Parallels RAS Consoleかウェブブラウザで確認できま

す。 

パフォーマンスメトリクスは、ダッシュボード上でタイプ別

(セッション、CPU、メモリ、ディスクなど）にグループ化

されており、管理者は各グループのメトリクスを個別に確認

することができます。また、管理者は、1つまたは複数の特

定のサーバーのパフォーマンスメトリクスを表示するか、フ

ァームまたはサイト内のすべてのサーバーのパフォーマンス

メトリクスを表示するかを選択することができます。また、

管理者は、データを表示するサイトを指定することができま

す。 

 

Parallels RAS Performance Monitorは、Parallels RASの独立

したコンポーネントであり、独自のインストーラを備えてい

ます。専用サーバまたは Parallels RAS コンポーネントをホス

トするサーバにインストールすることができます。 

 

レポート 

Parallels RAS Reportingは、Parallels RAS管理者が事前定義

およびカスタムParallels RASレポートを実行および表示でき

るようにするオプションのRASコンポーネントです。あらか

じめ定義されたレポートには、ユーザーやグループのアクテ

ィビティ、デバイス情報、セッション情報、アプリケーショ

ンの使用状況などが含まれています。また、独自の基準でカ

スタムレポートを作成することもできます。 

Parallels RAS レポートデータベースには、ユーザーに関する

情報が含まれており、これにはユーザーの個人情報が含まれ

る可能性があります。GDPRに準拠するため、Parallels RAS

では、いつでもデータベースからユーザーデータを消去する

ことができます。Parallels RAS Reporting Toolsは、このタ

スクを実行するために使用できるシンプルなアプリケーショ

ンです。このツールは、Parallels RASのインストール時に自

動的にインストールされます。 

Reportingでは、レポートに使用する情報を保存するために

Microsoft SQL Serverが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Parallels RAS APIs 
Parallels RASにはAPIが付属しており、Parallels RASと統合

するカスタムアプリケーションを開発するのに役立ちます。

また、管理者が自動化を利用して、RAS環境の管理、デプロ

イ、トラブルシューティングを行えるようにします。これに

は、RAS PowerShell APIとRAS REST APIが含まれます。 

また、RAS HTML5 Client APIとParallels Client URLスキーム

により、Parallels Clientとの連携が可能です

(Windows/macOS/Linux/iOS/Android用)  

 
REST 

アプリケーションは、HTTPまたはHTTPSリクエストを送信

することによってParallels RASと通信します。Parallels RAS

は、すべてのHTTPリクエストに対するレスポンスとして

JSONファイルを返します。 

 

Powershell 

RAS PowerShell APIは、RAS管理を自動化したい RAS 管理

者を対象としています。このAPIには、RASの管理タスクの

ほとんどを実行するコマンドが含まれています。 

Parallels RAS PowerShell APIのバージョンは、通信相手と

なるRAS Connection Brokerのバージョンと一致させる必要

があります。この2つのコンポーネントは別々にインストー

ルできるため、そのバージョンが一致していることを確認す

る必要があります。 
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ラボ 
トレーニングの概要 

目的 
本トレーニングでは、Parallels RAS バージョン20の基本的な
環境のインストール、設定、運用をハンズオンで体験していた
だきます。このモジュールは、RDSH(Remote Desktop 
Services Hosts)を使用して、アプリケーションとデスクトッ
プを公開します。 モジュール終了時には、RASコンポーネン
トと公開リソースの負荷分散と冗長化が完了しています。 

 
必要な前提条件 

• マルチセッション機能を含むWindows ペレーティングシス

テムの実務知識 

• ラボ環境と仮想マシンの管理・作成ができること 

• すべての仮想マシンへの管理者アクセス権 

• ラボで利用できるActive DirectoryドメインとDNSの解決 

• RASバージョン20のインストーラーとWindowsクライアン

トインストーラーがダウンロード済であること 

• FSLogix のセットアップに使用するファイル共有。このラ

ボでは、共有およびファイルシステムレベルでユーザーに

フルコントロールを与えることをお勧めします 

(Everyone、ドメイン ユーザー)  

• このドキュメントの手順ではドメインコントローラに

ファイル共有を作成しており、ディレクトリ構成は次

のようになります。 

\\DC01\FSLogix\MS-Paint 

\\DC01\FSLogix\Wordpad 

 
オプションの前提条件 

{リストアップする内容} 

 

ラボガイドの規約 

インジケーター 目的 

Enter 入力すべきテキスト、または選択すべき項目 

Next ボタンやオブジェクトへの参照 

 アドバイスまたは背景情報 

 このステップでは特に注意 

 アイテムのクリック位置や選択位置を表示 

 重要な説明、確認ポイントなど 

 

ラボ環境 

このラボは、4 つの仮想マシンで構成されています。

RASLab01とRASLab02はActive Directoryドメインに参加し

ている必要がありますが、Remote Desktop Session Hostの

役割をインストールする必要はありません。これは、ラボの

一部として行われます。クライアント仮想マシンはドメイン

に参加する必要はありませんが、必要であれば参加すること

ができます。 

以下のPCをご用意ください、物理でも仮想でも結構です。 

• Windowsサーバー１台目 : DC 01 

このガイドの中ではActive Directoryをインストールしたサーバー

としてDC01を例示しています。本サーバーは事前に利用できる

サーバーがあれば新規に用意する必要はありません。ただし、ク

ライアントからの接続テスト用のユーザーアカウントを１つご用

意頂き、ドメインのRemote Desktop Usersに参加させておいて

ください。 

• Active Directory ドメインコントローラー 

• ファイルやプリントの共有 

• Windowsサーバー2台目 : RASLab01 

• Secure Gateway 

• Connection Broker 

• Remote Desktop Session Host 

• Windowsサーバー3台目 : RASLab02 

• Secure Gateway 

• Connection Broker 

• Remote Desktop Session Host 

• クライアント用マシン: Client01 

• Parallels RAS Client 

 

上述の通り、本Labを実施するには、DC01、RASLab01、

RASLab02はWindows Server 2019以降がインストールさ

れており、DC01には既にActive Directoryが構築済で、

RASLab01とRASLab02はDC01のドメインに参加している

必要があります。 

また、DC01にはDNSもインストール済で、DC01のActive 

DirectoryがそのDNSに登録されている必要があります。

（DNSは別サーバーでも結構です） 

本ラボの実習ではクライアント用マシンにWindows11を使

用して実施しています。 

 ラボのリモート インストールと設定の部分では、各ター

ゲット サーバー (RASLab01 および RASLab02) とDC01で以

下を変更する必要があります。 

• ファイアウォールは、TCPポート 135 、445 を経由する受

信トラフィックを許可する必要があります。このドキュメ

ントでは設定を簡略化するため、ドメインとプライベート

ネットワーク、パブリックのファイアウォールをオフにし

てあります。 

• UACと共有ウィザードを無効にする必要があります 

 

また、インストールや設定を行うためのアカウントは、対象

コンピューターの管理者権限を持っている必要があります。

デフォルトでは、RASは現在ログオンしているRAS Console

ユーザーを使用します。 
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シナリオ 
まず、RASをインストールし、Windows Server上に新しい

RASファームとサイトを構成します。その後、このサーバー

がプライマリConnection Brokerとなります。 

次に、2つ目のRemote Desktop Server HostとSecondary 

Connection Brokerを追加します。 

その後、アプリケーションを公開し、グループを使って

FSLogixを設定し、最後にエンドユーザーとしてアプリケー

ションのインストール、設定、起動を行います。 

 

モジュール 1 : 環境の立ち上げ
と実行 
ラボ実習1 : 最初のRASサーバーのインスト
ール 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

Connection Broker — RAS Connection Brokerは、公開さ

れたアプリケーションとデスクトップのロードバランシン

グを提供します。RAS Connection Brokerは、Parallels 

RASをインストールしたサーバーに自動的にインストー

ルされ、プライマリConnection Brokerとして指定されま

す。各サイトにはプライマリRAS Connection Brokerが必

要ですが、セカンダリConnection Brokerを追加すること

も可能です。 

Secure Gateway— RAS Secure Gatewayは、アプリケーシ

ョンが必要とするすべてのトラフィックを1つのポートで

トンネリングし、安全な接続を提供します。 

Parallels RASをインストールしたサーバーにはRAS 

Connection Brokerが自動的にインストールされ、最初にイン

ストールしたサーバーががプライマリ Connection Broker と

して指定されます。各サイトにはプライマリRAS Connection 

Broker が必要ですが、セカンダリ Connection Broker を追加

することも可能です。セカンダリ Connection Broker の目的

は、プライマリ RAS Connection Broker が故障した場合に、

ユーザーがサービスの中断に遭遇しないように可用性を高め

ることです。 

プライマリは、セカンダリにはできない様々なタスクを処理

します。例えば、ライセンス、システム設定、メール通知な

どです。プライマリが接続できなくなった場合、セカンダリ

を手動または自動でプライマリに昇格させることができます。 

 

 

 

実装手順 

1. 作業を開始する前に、インストールを実行するコンピュ

ーターに、管理者権限を持つアカウントでログインして

いることを確認してください。 

RAS 20のインストーラーをダブルクリックして起動し、

[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 使用許諾契約書が表示されるため、内容を確認したのち

に、[使用許諾契約書の条項に同意します]にチェックを

入れ、[次へ]をクリックします。カスタマーエクスペリ

エンスプログラムについてはここでは[有効]をチェック

して進みます。（無効でも影響はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. RAS 20のインストール先のパスやフォルダーを変更した

い場合は、[変更]をクリックし、任意の場所を選択しま

す。デフォルトのまま、[次へ]をクリックすることをお

勧めします。 
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4. [次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 どのコンポーネントがインストールされ、どのコンポーネ

ントがインストールされていないかを確認したい場合は、[カ

スタム] を選択することができますが、このLabでは進行中の

ダイアログボックスの設定は変更しないでください。 
 

5. [ファイアウォールルールを自動的に追加する]にチェッ

クが入っていることを確認し、[次へ] をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

7. [シングルサインオンコンポーネントは追加されません]

が選択されていることを確認し、[次へ] をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

8. [インストール]をクリックし、RASクライアントのインス

トールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

9. [ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示さ

れた場合は、必要に応じてアカウント情報を入力して[は

い]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. インストールが進み、終了したらステップ11に進みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. インストールが成功したことを確認し、[完了]をクリッ

クしてサーバーを再起動します。 
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ラボ実習 2 : RASコンソールへの初期ログ
オンLab  

概要 

主な構成要素とコンセプト 

ファーム— Parallels RASファームは、集中管理を目的と

したオブジェクトの論理的なグループです。ファーム構成

は、ファームを構成するすべてのオブジェクトに関する情

報を含む単一のデータベースに保存されます。ファームは

少なくとも1つのサイトで構成されますが、必要な数のサ

イトを持つことができます。 

サイト—サイトは、少なくとも1つのRAS Connection 

Broker、RAS Secure Gateway(または複数のゲートウェ

イ)、およびRDセッションホスト、プロバイダー、

Windows PCにインストールされたRASエージェントで構

成されます。RDセッションホスト、プロバイダー、PC

は、常に1つのサイトのメンバーであることに留意してくだ

さい 

RASコンソール— RASコンソールは、Parallels RASの設

定、管理、および実行に使用する主要なインターフェース

です。管理者は、RASコンソールを使用して、ファーム、

サイト、RDセッションホスト、公開リソース、クライア

ント接続などを管理します。 

Parallels RAS Consoleを初めて起動したとき、既存のRASフ

ァームを指すか、新しいファームを作成する必要があります。

新しいファームを最初に作成する際には、管理者権限のある

アカウントを使用する必要があります。ローカル管理者アカ

ウントを使用することもできますが、管理者権限を持つドメ

インアカウントを使用することを強くお勧めします。この最

初のユーザーアカウントは、RAS環境の完全な管理制御を行

い、後で他のユーザーやグループに役割を割り当てることが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実装手順 

1. スタートメニューをクリックし、[Parallels Remote 

Application Server Console]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 以下のように、テキストフィールドに適切な情報を入力し

ます。次に[接続]を左クリックします。 

• ファーム- "ローカルホスト" 

• フレンドリーの名前–RAS20Lab  

• ユーザー名– administrator@domain.local(UPN形式で管

理権限のあるアカウント情報を入力してください) 

• パスワード–上記管理権限のあるユーザーアカウントのパ

スワードです。[資格情報を記憶する]オプションを選択し

た場合、 次回Parallels RAS Consoleを起動したときにこ

のダイアログは表示されず、自動的にログインされま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 完全機能のトライアルライセンスを取得するには、まず

Parallelsにビジネスアカウントを登録する必要がありま

す。[登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:or@domain.local
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4. 必要な情報を入力し、[プライバシーポリシー]、[利用規

約]に同意するチェックボックスにチェックを入れ、[プラ

イバシーポリシーと利用規約に同意する]にチェックを入

れ、[登録]クリックします。（名と姓は半角アルファベッ

トで入力してください、全ての項目が必須入力です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 成功すると、以下のようなダイアログボックスが表示さ

れます。[OK]をクリックします。続けてサインイン画面

が表示されるので、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 次のステップでは、試用版ライセンスを要求することが

できます。[トライアルバージョンをアクティベートす

る] ラジオボタンをクリックし、[アクティベート] をク

リックします 

 

 

 

 

7. 成功すると、以下のダイアログボックスが表示されます

ので、[OK]をクリックします。 

 
 
 
 
 

8. RASサーバーには、静的なIPとMACアドレスを設定するこ

とを強くお勧めします。これは、DHCP予約または手動で

IPアドレスを割り当てることで可能です。この操作ができ

ない場合、ビジネスアカウントにログインしてトライアル

ライセンスを再度割り当てる必要がある場合があります。 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

Parallels RAS に初めてログインしたときに、コンソール上部に

[新しい設定を確定するには“適用(A)”を押します]と表示されてい

るため、右下の[適用]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、セカンダリConnection Brokerとリモートデスクトップセ

ッションホストを追加する準備ができました。 
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ラボ実習 3 : 2つ目のConnection Brokerと
Secure Gatewayを追加する 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

セカンダリ Connection Broker — Connection Brokerは、

高可用性を確保するために、アクティブ/アクティブ方式

で動作します。Connection Brokerに障害が発生した場

合、次のエージェントが常に負荷を処理する準備が整って

います。一般的に、サイトごとにN + 1冗長性アプローチ

を使用する必要があります。これにより、プライマリ

Connection Brokerが故障した場合でも、セカンダリ

Connection Brokerがリクエストを処理することができま

す。 

オートプロモーション–自動昇格は、プライマリがオフラ

インになった場合に、セカンダリ Connection Brokerをプ

ライマリに自動的に昇格させます。 

自動昇格を有効にするには、サイト内で少なくとも3つの

アクティブなConnection Brokerが必要です。3つ未満の場

合、自動昇格は無視され実行されません。 

セカンダリConnection Brokerを1つ以上インストールしてい

る場合、ランタイムデータは各エージェント上で複製される

ため、いずれかのサービスに障害が発生しても、ダウンタイ

ムは最小限に抑えられます。さらに、アクティブな

Connection Brokerは、ADと使用される任意の第2レベルの認

証プロバイダーの両方で、認証目的に使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実装手順 

1. RAS Consoleを開き、左側のペインで[ファーム]をクリッ

クします。次に、中央のペインで[Connection Broker]をク

リックし、ウィンドウの右側にある[+]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

2. これにより、[Connection Brokerの追加]ウィザードが表示

されます。セカンダリConnection Brokerとして使用するサ

ーバーの名前を入力します。 本ラボの場合、まず[…]をク

リックします。 

 

 

 

 

3. コンピューターの選択画面が出てくるため、このLabでは

[RASLab02]と入力し、[名前の確認]をクリックします。 

 

 

 

 

 

4. オブジェクト名にアンダーラインが表示されたら確認が完

了されたという意味なので、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

5. [名前解決] をクリックしてIPアドレスを取得します 
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6. IPアドレスを取得できたら[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

7. サーバーへの接続が完了すると[Connection Brokerがイ

ンストールされていません。インストールしますか？]と

表示されるため、[インストール...]をクリックします。 

 

 

 

 

 

8. リモートサーバーへのインストールが開始され、以下の

進行状況ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

9. インストール作業が終了したら、インストールが正常に

終了したことを確認し、[完了]をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

10. 次の画面で[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

11. サーバーリストに新しいConnection Brokerが表示される

ことを確認して[適用]をクリックし、その後RASLab02サ

ーバーを再起動します。 
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ラボ実習 4 : リモートデスクトップセッシ
ョンホストを追加する 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

リモートデスクトップセッションホスト(RDSH) — サー

バーをマルチセッションモードにし、アプリケーション

やデスクトップの使用向けに最適化するWindows Server

の役割です。これにより、複数のユーザーが自分のワー

クスペースを持つと同時にリモートでサーバーにアクセ

スできます。 

リモートデスクトップセッションホスト(RDセッションホス

ト)は、セッションベースのアプリケーション、デスクトッ

プ、およびユーザーと共有するその他のリソースを保持しま

す。 

このレッスンでは、トレーニング中に使用するリモートデス

クトップセッションホストのインストールと設定を行いま

す。管理者はParallels RAS Consoleから、リモートでRDSの役

割を追加し、必要なファイアウォールを設定し、さらに

Windowsが役割を追加する際のデフォルトよりも更に最適とな

るようにサーバーの最適化を行います。 

既存のRDセッションホストのサイト内への追加も可能です。 

 

 ラボのリモートインストールと設定の部分については、各

ターゲットサーバーで以下を変更する必要があります。 

• ファイアウォールは、TCPポート 135 、 445 を経由する

受信トラフィックを許可する必要があります。ここでは設

定を簡略化するため、ドメインとプライベートネットワー

ク、パブリックのファイアウォールをオフにしてありま

す。 

• UACと共有ウィザードを無効にする必要があります 

実装手順 

1. Parallels RAS Consoleから、左ペインの[開始]をクリッ

クし、右側にある[RDセッションホストを追加]をクリ

ックします。 

 
 
 
 
 
 

2. ここから、サーバーRASLab01、RASLab02の順に選択

します。フィールドが自動的に入力されない場合は、ウィ

ンドウの右側にある[+]をクリックして、サーバーを追加

します。ここでは[Active Directoryから追加]をクリックし

てサーバーを選択し[次へ]をクリックします。方法は前の

Labの手順3、4と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [オプション] ウィンドウでは、どの機能を展開するかを

選択することができます。デフォルトでは、すべての

ボックスにチェックが入っていますので、このままに

しておいてください。[次へ]をクリックします。 
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4. ホストプールで、サーバーを追加するグループを選択す

るよう求められます。利用可能なグループは<default>

グループのみです。このウィンドウから新しいグルー

プを作成することもできますが、このまま[次へ]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [アクセス]ウィンドウのデフォルトのまま、[次へ]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [ユーザープロファイル]ウィンドウのデフォルトのまま、

[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. [デフォルトの設定を継承する]のチェックが外れている

ことを確認し、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. サーバーに適用する設定を確認し、[次へ]を左クリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 進行状況のウィンドウが開き、インストール作業が開始

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

10. 処理が終了すると、以下のウィンドウが表示されますの

で、[完了]をクリックします。 
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11. [完了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 元の画面に戻るので右下の[適用]をクリックし、その後

RASLab01とRASLab02を再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 再度RASLab01にサインインし、RASのコンソールを開

きます。（自動的に再起動される場合があります、その

際は再度サインインしてください）サーバーが正しく追

加されたことを確認するには、左ペインで[ファーム]を

クリックします。これにより、ラボのファームとサイト

が表示される中央ペインが表示されます。[サイト]の下

にある[RDセッションホスト]をクリックすると、右側

のペインに両方のサーバーが表示されるはずです。

[OK]と表示されるまでに少し時間がかかる場合があり

ます。 
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ラボ 5 : Secure Gateway（ここでは作業は
行いません） 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

RAS Secure Gateway– RAS Secure Gatewayは、すべての

Parallels RASデータを1つのポートでトンネリングしま

す。また、セキュアな接続を提供し、Parallels RASへのユ

ーザの接続ポイントになります。Parallels RASを動作させ

るには、少なくとも1つのRAS Secure Gatewayをインスト

ールする必要があります。RASサイトにゲートウェイを追

加して、より多くのユーザーをサポートし、接続をロード

バランスし、冗長性を提供することができます。 

Web Gateway– Parallels Web Gatewayは、RAS Secure 

Gatewayに組み込まれた機能で、Parallels HTML5 Client

を使用してWebブラウザからParallels RASに接続し、公

開リソースを開くことができるようにする機能です。この

クライアントは、プラットフォーム固有のParallels Client

と同様に動作しますが、ユーザーのコンピューターやデバ

イスに追加のソフトウェアをインストールする必要はあり

ません。HTM5対応のウェブブラウザがあれば大丈夫で

す。 

Parallels RASを動作させるためには、少なくとも1つのRAS 

Secure Gatewayをインストールする必要があります。RASサ

イトに複数のゲートウェイを追加して、より多くのユーザーを

サポートし、接続をロードバランスし、冗長性を提供すること

ができます。 

RAS Secure Gateway がユーザー接続要求を処理する方法を以

下に説明します。 

1. RAS Secure Gatewayは、ユーザー接続要求を受信しま

す。 

2. 登録済のRAS Connection Broker(デフォルトでは

Preferred Connection Broker の設定)へリクエストを転送

します。 

3. RAS Connection Brokerは、ロードバランシングチェック

とActive Directoryセキュリティルックアップを行い、セ

キュリティ権限を取得します。 

4. 公開リソースを要求するユーザーに十分な権限がある場

合、RAS Connection Brokerはゲートウェイにユーザーが

接続できるRDセッションホストの詳細を含む応答を送信

します。 

5. 接続モードに応じて、クライアントはゲートウェイを経

由して接続するか、ゲートウェイから切断してRDセッシ

ョンホストサーバーに直接接続します。 

RAS Secure Gatewayは、以下のいずれかのモードで動作しま

す。 

• 通常モード : 通常モードのRAS Secure Gatewayは、ユーザ

ーの接続要求を受信し、要求を行ったユーザーがアクセス

を許可されているかどうかをRAS Connection Brokerと確認

します。このモードで動作するゲートウェイは、より多くの

リクエストに対応することができ、冗長性を高めるために使

用することができます。 

フォワーディングモード : 転送モードのRAS Secure Gateway

は、ユーザーの接続要求をあらかじめ設定されたゲートウェ

イに転送します。ゲートウェイのフォワーディングモード

は、カスケード接続のファイアウォールを使用している場

合、WAN接続とLAN接続を分離し、問題が発生した場合に

LANを中断させずにWANセグメントを切断できるようにする

ために有効です。 
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ラボ実習 6 : 高可用性ロードバランシング 
(HALB) 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

HALB— High Availability Load Balancing(HALB)は、RAS 

Secure Gatewayのロードバランシングを行うアプライアン

スです。 

Parallels HALB仮想アプライアンスは、 Hyper-V、

VMwareに対応しています。複数のHALB仮想サーバーを 

1 つのサイトに配置することができます。 

HALBはParallels RASのSiteレベルでデプロイされます。1つ

のSiteに複数のHALBを設定することができ、これをVirtual 

Serversと呼びます。各仮想サーバーには独自のIPアドレス 

(仮想IPまたはVIPと呼ばれる)があり、実際の負荷分散を行う 

1 つまたは複数のHALBアプライアンス(RAS Console上では

HALBデバイスとも表示されます)が割り当てられます。HALB

バーチャルサーバーは、HALB機器を仮想的に表現したもの

です。HALBデバイスが適切に設定されている場合、HALBデ

バイスにトラフィックを分配することができます。特定の仮

想サーバーのIPアドレスは、クライアントソフトウェアの単

一のコンタクトポイントであるため、冗長性のために仮想サ

ーバーごとに少なくとも2つのHALBデバイスを持つことが推

奨されます。 

仮想サーバーに割り当てられた複数のHALBデバイスは、1つ

がプライマリ、他がセカンダリとして同時に起動しておくこ

とが可能です。仮想サーバーのHALBデバイスが多いほど、エン

ドユーザーがダウンタイムを経験する確率は低くなります。仮

想サーバーにはプライマリHALBデバイスのIPアドレスが割り当

てられ、セカンダリHALBデバイスと共有されます。プライマリ

HALBが故障した場合、セカンダリがプライマリに昇格し、

クライアント接続に同じIPアドレスを使用して、その代わり

を務めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実装手順 

1. HALBは別途ダウンロードし、ハイパーバイザーにイン

ポートする必要があります。HALBはVHD、OVA、

VMDKとしてダウンロードすることができます。 

仮想マシンのインポートが完了したら、電源を入れます。 

 

2. 最初に表示される画面では、アプライアンスが DHCP を

使用するか、静的IPアドレスを使用するかを尋ねられま

す。このラボでは静的IPアドレスを選択しました。[選

択]で実行を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 次の画面では、IPアドレスの設定画面が表示されます。

このラボではIPv4 AddressとNetmask、Gateway、DNS 

Serverを設定しIPv6のエリアの文字列は削除して[Apply]

してください。（IPアドレスはご自身の環境に合わせて

設定してください、またDNS ServerはADが参照してい

るものと同じものを設定してください） 

※移動は上下キーやタブキーで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 設定が自動的に実行されて次の画面が表示されます。こ

の次の画面では、通知用メールアドレスの入力を求めて

います。この通知には、セキュリティアップデートやシ

ステムメッセージなどが含まれます。タブと矢印キーで 

[スキップ]ボタンに移動し、スペースキーを押します。 
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5. 設定したIPアドレスが正しく表示されていることが確認

できたら、準備完了です。RASコンソールの作業に戻り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. コンソールを開いたら、[ファーム]を左クリックし、次

に[HALB]をクリックし、最後に[+]をクリックします。 

 

 

 

 

 

7. 最初の画面は、仮想サーバーを設定する場所です。仮想

サーバーは、クライアントが指し示すものです。仮想サ

ーバーは、1台以上のHALBアプライアンスで構成されま

す。このラボでは1台のHALBで構成しますが、1 つのア

プライアンスに問題が発生した場合にユーザーが中断し

ないように、本番環境では2つのアプライアンスを持つ

ことが推奨されています。 

まず、[HALBを有効化]にチェックが入っているか確認し

ます。仮想サーバーのフレンドリーネームを入力し、仮想

IPアドレスを入力します。このIPアドレスは、ユーザーが

公開リソースにアクセスするために接続するIPとなりま

す。[次へ]をクリックします。（HALBに設定したIPアド

レスとは異なるアドレスを設定してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. ラボ環境の2台のサーバーの横にあるボックスにチェッ

クを入れ、[次へ]を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 再度、ラボ環境の2台のサーバーの横のボックスにチェ

ックを入れ、[次へ]をクリックします 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. アプライアンスの追加画面が表示されるので、[＋]をク

リックします。 
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11. 利用可能なまだアサインされていないHALBアプライア

ンスが自動的に表示されるはずです。表示されない場

合は、更新をクリックしてください。表示されたHALB

デバイスをクリックすると、下部のIPアドレスに該当

HALBのIPアドレスが表示されるので、[OK]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. これで仮想サーバーが作成され、アプライアンスの登

録が完了しました。[完了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. コンソール画面に戻るので、下部の[適用]をクリック

して作業を完了します。 
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モジュール 2 : アドミニストレ
ーションの基礎 
ラボ実習 1 : ホストプールの作成とサーバ
ー追加 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

グループ– Parallels RASでリソースを公開する場合、リ

ソースをホストする1つまたは複数のサーバーを指定す

る必要があります。グループを作成する機能であるホス

トプールを使用すると、個々のサーバーを指定する代わ

りに、複数のRDセッションホストを組み合わせて、グ

ループとしてリソースを公開することができます。 

RDセッションホストプールを使用する主なメリットは

次のとおりです。 

• 公開されたリソースの管理を簡素化することができ

る。 

• テンプレートから作成されたRDセッションホストを

使用することができる。 

各RDセッションホストはホストプールに属する必要が

あり、他のグループがない場合は<default>グループに

追加されます。RD セッション ホストは1つのホストプ

ールのメンバーにしかなれません。同じホストを複数の

ホストプールに追加することはできないのでご注意くだ

さい。 

実装手順 

1. RASコンソールから、左側のペインで[ファーム]を選択しま

す。中央のペインで[RDセッションホスト]を選択します。

次に、右側のメインペインで[ホストプール]タブを選択し、

右上の[+]を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. RDSHホストプールを追加ウィンドウが表示されます。ホス

トプールの名前を入力します。ここでは、名前フィールド

に[MS-Paint]と入力し[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 次の画面ではそのまま[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 今回は特にテンプレートは使用しないので、そのまま[次

へ]をクリックします。 
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5. このラボでは特にプロビジョニングはしないので、その

まま[次へ]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ユーザープロファイルの管理は、後の演習で実施するた

め、ここではそのまま[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.  サマリ画面が表示されるので、そのまま[完了]をクリ

ックしてホストプールの作成を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. コンソール画面に戻るので左上の[ファイル]をクリッ

クし[適用]をクリックするか、右下の[適用]をクリック

して設定を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 次に作成したMS-Paintホストプールを右クリックして[プロ

パティ]を選択します。 

 

 

 

 

 

10. プロパティの画面で[ホスト]タブをクリックして、[＋]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. [RASLab01]を選択し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

12. プロパティの画面に戻るので[OK]をクリックして閉じま

す。 
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13. 再度左上[ファイル]から[適用]か、右下の[適用]をクリ

ックし、右上の更新ボタンをクリックして情報を更新

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 同様の手順を繰り返して、もう一つホストプールを作

成します。[＋]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. RDSHホストプールを追加ウィンドウが表示されます。

ホストプールの名前を入力します。ここでは、名前フィ

ールドに[Wordpad]と入力し[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

16. さきほどと同じように、全てデフォルトで[次へ]をク

リックし、最後にサマリの画面で[完了]をクリックし

てホストグループを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. ステップ13と同様にどちらかの[適用]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. ステップ9と同様にWordpadホストプールを右クリックして

[プロパティ]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

19. プロパティの画面で[ホスト]タブをクリックして、[＋]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

20. 今回は[RASLab02]を選択し、[OK]をクリックします。※

RDSHホストは複数のホストプールに所属することはできま

せん。 
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21. プロパティの画面に戻るので[OK]をクリックして閉じ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22. コンソール画面に戻るのでファイルから、または右下

の[適用]をクリックして設定を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. コンソールで両方のグループがOKになっていることを

確認します。 
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ラボ実習 2 : リソースを公開する 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

公開—リモートデスクトップサーバー、プロバイダー、リ

モートPCにインストールされたアイテムを、Parallels 

RASを介してユーザーが利用できるようにする行為です。 

ユーザーがリソースを使用できるようにするためには、

それらのリソースが公開されている必要があります。リ

ソースが公開されると、フィルターとパーミッションが

適用され、許可されたユーザーのみがリソースにアクセ

スできるようになります。 

この実習では、ペイントとワードパッドは全てのユーザー

に公開されます。フィルタリングと許可については、後の

トレーニングで説明します。 

Parallels RASで公開できるリソースは以下の通りです。 

• アプリケーション 

• コンテナ型アプリケーション 

• デスクトップ・ドキュメント 

• Webアプリケーション 

• ネットワークフォルダ 

 

実装手順 

1. 左側のペインで[公開]を選択し、クリックします。[+]右

側ペインの左下にある[追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. デフォルトの[アプリケーション]を選択したまま、[次へ]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. デフォルトの[RDセッションホスト]を選択したまま、[次へ]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [インストールされたアプリケーション]を選択し、[次へ]を

クリックします。 
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5. [ホストプール]ラジオボタンを選択し、[MS-Paint]

の横にあるボックスにチェックを入れて[次へ]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [Accessories]を開き、[Paint]の横のボックスにチェ

ックを入れます。[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. デフォルトの[有効]のまま、[次へ]をクリックしま

す。 

8. 設定を確認し、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 公開処理が終了したら、[完了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. コンソール画面に戻るので、左上のファイルから、もしく

は右下の[適用]をクリックして確定します。 
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11. ワードパッドを公開します。[追加]をクリックしま

す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. デフォルトの[アプリケーション]のまま、[次へ]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. デフォルトの[RDセッションホスト]のまま、[次へ]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. [インストールされたアプリケーション]を選択し、

[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. [RDセッションホストプール]ラジオボタンを選択し、

[Wordpad]の横にあるボックスにチェックを入れます。クリ

ックで [次へ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. [Accessories]を開き、[Wordpad]の横のボックスにチェック

を入れます。[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. デフォルトの[有効]のまま、[次へ]をクリックします。 
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18. 設定を確認し、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 公開処理が終了したら、[完了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20. 左上の[ファイル]から、または右下の[適用]をクリ

ックして設定を確定します。 
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ラボ実習 3 : FSLogixによるプロファイル
管理 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

FSLogix— FSLogix Profile Containerは、非パーシス

テント環境向けのリモートプロファイルソリューショ

ンです。Parallels RASは、RD Session Hosts、VDI、

および Azure Virtual Desktop上でFSLogixをサポート

します。 

Microsoft FSLogix Profile Containerは、ローミングプ

ロファイルとユーザープロファイルディスク(UPDs)の

後継として推奨されるプロファイル管理ソリューショ

ンです。 

非永続的な環境向けのリモートプロファイルソリュー

ションです。FSLogix Profile Containerは、ユーザー

プロファイル全体をリモートロケーションにリダイレ

クトし、非固定環境でのユーザーコンテキストを維持

することで、サインイン時間を最小限に抑え、互換性

の問題を排除したネイティブプロファイルの体験を提

供します。FSLogix Profile Containerは、Roaming 

ProfilesとUser Profile Disksの後継として、プロファ

イル管理ソリューションとして推奨されています。 

このラボでは、SiteレベルでFSLogixエージェントのイ

ンストールを構成します。そして、FSLogix の設定は

グループレベルで行われます。各グループ、MSペイン

トとワードパッドは、それぞれ異なる保存場所を必要

とするユーザー用のFSLogixプロファイルディスクを

持つことになります。このような単純なアプリケーシ

ョンでは必要ありませんが、異なるバージョンのアプ

リケーションを公開したり、2つのアプリケーションが

ユーザープロファイルで互いに干渉したりするような

本番環境では、このタイプの分離は非常に便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実装手順 

1. RASコンソールを開き、左側のペインで[ファーム]をクリッ

クします。次に、中央のペインの下にある[設定]を選択しま

す。右側のペインで[機能]タブをクリックします。[オンラ

インでインストールする]を選択し、右下にある[適用]ボタ

ンをクリックします。 

 FSLogixのコンポーネントはすぐにインストールされ、

それが完了すると、サーバーの再起動が必要になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 中央のペインで[RDセッションホスト]をクリックし、右側の

ペインで[ホストプール]をクリックします。[MS-Paint]ホス

トプールを右クリックし、ポップアップメニューの[プロパ

ティ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3. [ユーザープロファイル]タブをクリックし、[既定の設定を継

承]のボックスのチェックを外し、ドロップダウンボックス

を開き、[FSLogix]をクリックします。 
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4. [展開の方法] が [オンライン] に設定されていることを確

認し[プロファイルコンテナーを使用する]のチェックが入

っていることを確認して、その隣の[構成]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. プロファイルの設定画面で[ディスク]タブをクリックし、

場所の種類が[SMBの場所]になっていることを確認し、

[+]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. フォルダーの選択画面が表示されるため、P18で説明し

た、あらかじめ設定してあるパスを選択します（このラボ

では\\DC01\FSLogix\MS-Paint）、表示されない場合

は、パスを入力してください、ここでは

[\\DC01\FSLogix\MS-Paint]と入力します。そして、[フ

ォルダーの選択]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. プロファイルの設定画面に戻るので、プロファイルディス

クの場所のパスが設定されていること、プロファイルディ

スクのフォーマットが[VHD]になっていること、そして割

り当てタイプが[動的]になっていることを確認して[OK]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. MS-Paintのプロパティ画面に戻るので、[OK]をクリックし

て画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 左上の[ファイル]から、または右下の[適用]をクリックして

設定を確定します。 
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10. 次に、[Wordpad]ホストプールも同様の操作を行います。

[Wordpad]ホストプールを右クリックし、ポップアップ

メニューから[プロパティ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. [ユーザープロファイル]タブをクリックし、[既定の設定を

継承]の隣のボックスのチェックを外し、ドロップダウンボ

ックスを開き、[FSLogix]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. [展開の方法] が [オンライン]に設定されていることを確認

し[プロファイルコンテナーを使用する]のチェックが入っ

ていることを確認して、その隣の[構成]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. プロファイルの設定画面で[ディスク]タブをクリックし、

場所の種類が[SMBの場所]になっていることを確認し、

[+]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. フォルダーの選択画面が表示されるため、P18で説明し

た、あらかじめ設定してあるパスを選択します（このラボ

では\\DC01\FSLogix\Wordpad）、表示されない場合

は、パスを入力してください、ここでは

[\\DC01\FSLogix\Wordpad]と入力します。そして、[フ

ォルダーの選択]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. プロファイルの設定画面に戻るので、プロファイルディス

クの場所のパスが設定されていること、プロファイルディ

スクのフォーマットが[VHD]になっていること、そして割

り当てタイプが[動的]になっていることを確認して [OK] 

をクリックします。 
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16. Wordpadのプロパティ画面に戻るので、[OK]をクリック

して画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. 左上の[ファイル]から、または右下の[適用]をクリックし

て設定を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. FSLogixを有効にするために、RASLab01とRASLab02サ

ーバーを再起動します。 
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ラボ実習 4 : ユニバーサルプリント 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

印刷のリダイレクト — プリンターリダイレクトは、ユー

ザーがリモートアプリケーションやデスクトップからの印

刷ジョブを、ローカルプリンターにリダイレクトすること

ができます。 

RASユニバーサルプリント — RASユニバーサルプリント

は、リモートサーバー上に、クライアント側で使用して

いる特定のローカルプリンター用のプリンタードライバ

ーを用意する必要がないため、印刷プロセスを簡素化

し、プリンタードライバーの問題をほとんど解決するこ

とができます。これにより、ユーザーはローカルにイン

ストールされているプリンターに関係なくリモートサー

バー上で印刷することが可能となり、RAS管理者はロー

カルネットワークやリモートで接続されている各プリン

ターにプリンタードライバーをインストールする必要が

ありません。 

実装手順 

1. 「ユニバーサルプリント」クリックし、状態が[有効]

になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [...]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. プリンターネームに利用できる変数を確認します。 

• %CLIENTNAME%—クライアントコンピュータ名 

• %PRINTERNAME%—クライアント側のプリンター名を

指定します。 

• %SESSIONID%— RASセッションID 

• %USERNAME%— RASに接続しているユーザー名 

• < 2 X Universal Printer>—これは、RDPセッションで 1 

つのプリンターオブジェクトのみが作成されるレガシ

ーモードです。 

• プリンター名の変更パターンに、他の特定の文字を使

用することもできます。たとえば、次のようなよく使

われるパターンを定義することができます。 

Client/%CLIENTNAME%#/%PRINTERNAME%. 
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モジュール3 : ユーザーアクセ
ス 
実習1 : ユーザーのオンボーディング 

概要 

主な構成要素とコンセプト 

電子メールによるクライアントディスカバリー — ユーザ

ーがメールアドレスを使用してRASファームにログインす

ることを許可することができます。これにより、ユーザー

はサーバーのアドレスやホスト名を知らなくても、ファー

ムで公開されているアプリケーションやデスクトップにア

クセスすることができます。すべてのネイティブParallels

クライアントは、電子メールアドレスの入力による

Parallels RASファームの検索をサポートしています。 

ユーザー招待 — 管理者は、RASコンソールからクライア

ントのセットアップと設定方法をユーザーに電子メール

で送信することができます。このウィザードは、あらか

じめ設定されたテンプレートを使用しますが、簡単に変

更することができます。 

ユーザーがメールアドレスを使用してファームに接続するた

めには、まず、DNSサーバーのユーザードメインのフォワー

ドルックアップゾーンに新しいTXTレコードを作成する必要

があります。この具体的な方法は、DNSサーバーの設定に依

存します。 

ラボ実習 2 : Windowsクライアントのイン
ストール 

概要 

Parallels RAS には、いくつかのネイティブ OS クライアント

とウェブクライアントが含まれています。ネイティブクライ

アントは以下の通りです。 

• Windows 

• Windows for ARM 

• Mac 

• Linux 

• Android 

• IOS 

• Chrome OS 

Parallels HTML5 Client は、ウェブブラウザ上で動作するク

ライアントアプリケーションです。ユーザーは Parallels 

HTML5 Client を使用して、Web ブラウザからリモートアプ

リケーションやデスクトップを表示および起動できるユーザ

ーポータルにアクセスすることができます。 

Parallels HTML5 Clientは、プラットフォーム固有の

Parallels クライアント(Parallels Client for Windows、

Parallels Client for iOSなど)と比較して、エンドユーザーが

コンピュータやモバイルデバイスに追加のソフトウェアをイ

ンストールする必要がありません。機能面では、プラットフ

ォーム固有の Parallels クライアントが、Parallels HTML5 

Clientよりも多くのオプションをユーザーに提供します。しか

し、Parallels HTML5 Clientは、Parallels RASを介して公開さ

れたリモートリソースを操作するための代替手段をエンドユー

ザーに提供する、プラットフォームに依存しないクライアント

です。 
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実装手順 

1. クライアント用マシンのClient01にサインインし、

Parallels RAS Windowsクライアント用のインストール

ファイル[RASClient-20.0.25389]を実行します。（20.以

降の数字はインストール用ファイルのダウンロード時期

により異なる場合があります）インストーラーが起動す

るので[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. エンドユーザー使用許諾契約を確認の上、「使用許諾契

約書の条項に同意します」にチェックを入れ、[次へ]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3. Parallels カスタマーエクスペリエンスプログラムの協力

依頼が表示されるため、可能であれば[有効]を、不可で

あれば[無効]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

4. パスは変更せず、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ショートカットはデフォルトのまま、[次へ]をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [シングルサインオンコンポーネントをインストールしな

い] にチェックが入っていることを確認し、[次へ]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

7. [インストール]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

8. ユーザーアカウント制御がポップアップしたら、必要に

応じてアカウント情報を入力して[はい]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



©2023 Parallels International GmbH 47 

 

 

9. [Parallels Clientの起動]がチェックされていることを確認

し、[完了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

10. Parallels Clientが起動します。[接続の作成]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

11. 新しい接続の画面が表示され、サーバーのアドレスが求

められるため、HALBの設定で入力した仮想IPアドレスを

入力して、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

12. 次の画面はデフォルトのまま[作成]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

13. ログイン画面が表示されるため、認証タイプはデフォル

トの[認証情報]のままで、P18でも言及した、予め用意し

たテスト用のユーザーの認証情報を入力して、[接続]を

クリックします。（ここではパスワードは保存します） 

 

 

 

 

 

 

14. 認証が完了すると[すべてのアプリ]が表示されて、先ほ

ど作成されたPaintとWordpadが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. [Paint]をダブルクリックします。すると今はデフォルト

の証明書を使っており、Root証明書がないため、警告が

表示されるため、ここでは[はい]をクリックして進めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. Windowsのデスクトップ上にPaint画面が表示されます

が、これはリモートサーバー上で実行されているアプリ

ケーションです。タスクバーにもPaintのアイコンが表示

されているため、見た目上はローカルアプリケーション

と同じように見えます。Paintは閉じないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. 同様にWordpadも起動してみます。同様にWordpadも閉

じないでください。 

18. PaintとWordpadを開いた状態で、RASのコンソールに

戻ります。 
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19. FSLogixが正常に動作しているか確認します。正常に動

作していれば、以下の図のように指定した共有元にユー

ザー用のvhdxファイルが作成されているはずです。 

 

 

 

 

20. 次に、RASコンソールを表示し、[ファーム]をクリック

し、[RDセッションホスト]をクリックし、[セッション]

タブをクリックします。いずれかのサーバーを右クリッ

クし、下部のメニューオプション[情報を表示]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

21. このウィンドウには、管理者向けの重要な情報が表示さ

れます。重要な項目は以下の通りです。 

• セッションセットアップ – これは、セッションID、ど

のサーバーに接続しているか、どの公開リソースが使

用されているかを示しています。 

• ログオンの詳細 – ログオンにかかった時間とログオン

プロセスの内訳を表示し、長いログイン時間のトラブ

ルシューティングを支援します。 

• 接続の詳細 – どのように接続・認証されているか、ど

のHALB仮想サーバーとデバイスを使用しているか、

Secure Gateway を使用しているかを表示します。 

• ユーザーエクスペリエンス – ユーザー体験がどのよう

なものかを示しています。接続品質、遅延、利用可能

な帯域幅などを表示します。 

• セッションの詳細 – セッションがアイドル状態である

か、セッションの実行時間、データの入出力量などを

表示します。 

• クライアントの詳細 - ユーザーがどのようなデバイス

から接続しているかの情報を取得します。 


